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【１】問題意識・・・・何が変わるのか？

何が変わらな何が変わらない

（変えない）のか？（変えない）のか？

【２】事例紹介 GISを援用した【２】事例紹介・・・GISを援用した

「地図で学ぶ防災」「地図で学ぶ防災」

【３】まとめと提言【３】まとめと提言



【1】問題意識

地理教育と「地図地理教育と「地図」

何が変わるのか？何が変わるのか？
何を変える（変えない）のか？何を変える（変えない）のか？



（１）新しい学習指導要領での（１）新しい学習指導要領での
「地理」と「地図」の位置づけ」 」 置

①世界史、日本史、地理の
すべてにおいて「地図の活用」
を強調

地図教育≠地理教育地図教育≠地理教育



②高等学校の「地理A」
「地理B」で本文に
「地理情報システム」の
積極的な活用を明記

内容の全体にわたって取り扱う



③新単元が設置され③新単元が設置され、
地図を使った体験的学習地図を使った体験的学習
や作図・表現技能を重視や作図 表現技能を重視

「日常生活と結び付いた地図」
「自然 境 防災「自然環境と防災」（地理A）
「様々な地図と地理的技能」「様々な地図と地理的技能」

（地理B）（地理B）



課題を発見し課題を発見し、
社会参画を促すための地図社会参画を促すための地図。
「持続可能な社会」の形成・実現「持続可能な社会」の形成・実現

（志村：2010）（志村：2010）
●東日本大震災で改めて●東日本大震災で改めて
確認された地理教育の任務確認され 地 教育 任務
＝予防・検証・復興と地図



（２）「様々な地図」の広がりと（２） 様々な地図」の広がりと
「地図帳」「地形図」の扱い

①変 も①変わるもの
②意図的に変えるもの②意図的に変えるもの
③変わらないもの③変わらないもの
④変えてはいけないもの④変えてはいけないもの

・・・整理しておくべき整理しておく き



変わる（かもしれない）もの変わる（かもしれない）もの

“地図帳”と”掛け地図“



鋏とのりを使わずに教材作り。鋏とのりを使わずに教材作り。
「電子地図帳」時代の到来

（太田：2010）

主題図の「自作」が容易に主題図の「自作」が容易に
「デジタル掛け地図」の「デジタル掛け地図」の

商品化商品化
提示型GIS→提示型GIS



デジタル「地図帳」デジタル「地図帳」
・携帯情報端末の携帯情報端末の
「地図アプリ」の充実。地図アプリ」の充実。
・インターネット上のインタ ネット上の
地理情報の組み合わせ地理情報の組み合わせ
→第二の第
「電子辞書」になるか？



②意図的に変えるもの②意図的に変えるもの

今まで地理教育で使う機会が今まで地理教育で使う機会が
少なかった各種地図の少なかった各種地図の
教材化教材化



ハザードマップ
観光案内 絵地図観光案内の絵地図

Web上の地図Web上の地図
「地図アプリ」上の地図地図アプリ」上の地図

「地図」自体はものすごい勢いで進「地図」自体はものすごい勢いで進
化・多様化している。化 多様化して る。



）

「気づき」を促す道具としての地図
（井川：2002）

情報集約の手段としての地図情報集約の手段としての地図
（森田 2007 中村 2010）（森田：2007，中村:2010）
）

究野外調査・課題研究の
「知的な基地」としての地図「知的な基地」としての地図



今のところ、新しい「地図」の用途は、今のところ、新しい 地図」の用途は、
カーナビ的な利用に留まっている
（検索と位置確認とルート案内）

消費対象としての「地図」＝消費対象としての「地図」

原理を知り 「気づき を促し原理を知り、「気づき」を促し、
実際に「創ってみる」経験も必要実際に「創ってみる」経験も必要
・・・“賢い使い手”賢 使 手

次世代の“作り手”の養成



iPhone / iPad 
アプリ
「牛丼 プ「牛丼マップ」
(無料）(無料）





ライバル店のすぐそばに店舗を
集中立地させる意味は？



ハザードマップハザ ドマップ
専門家による最大公約数的な地専門家による最大公約数的な地

図が作られるのを待つのではなく図が作られるのを待つのではなく、
地域の実情に合わせた地図を実情
住民が作れる社会をめざすべき

Do It Yourself



③変わらないもの③変わらないもの
④変えてはいけないもの④変えてはいけないもの

・「地形図」と「地図帳」を中心
とした学習
自ら手を動か 作業する・自ら手を動かして作業する
という学習という学習



・紙媒体、古典的な教材としての
「地形図」「地図帳」の
地位が低下？（ト部：2004）

高校生なら最低限知っておくべ・高校生なら最低限知っておくべ
き「教育地名」の習得が先では？き「教育地名」の習得が先では？
（近：2004）（近：2004）

→「センター試験」が、良くも悪く
も一定の歯止めになる。



・センター試験対応型の思考法、
学習方法

ズ→学習者の基本的ニーズ。
ただし それに安住していては・ただし、それに安住していては、
せっかくの「地理教育」せっかくの「地理教育」

・「地図教育」への社会からの「地図教育」への社会からの
期待に応える機会を逸する。期待に応える機会を逸する。

→実践の蓄積あるのみ。



【２】実践事例紹介【２】実践事例紹介
「地図で学ぶ防災」「地図で学ぶ防災」

①GISによる「地形図」の加工①GISによる「地形図」の加工
②デジタル「地図帳」②デジタル「地図帳」
③デジタル「掛け地図」③デジタル「掛け地図」



①GISによる「地形図」の①GISによる「地形図」の
アレンジアレンジ

・地理情報をGISで加工して地理情報をGISで加工して
デジタル地形図上に重ねるデジタル地形図上に重ねる

→「読図」から「創図」へ読図」から 創図」



事例１）等高線を取り出してGoogle Earthへ

伊藤：2011a



流れる方向

天井川の説明天井川の説明



地図と景観から
読み取らせる災害 リ ク読み取らせる災害のリスク
実際にあった災害の検証

防災地理教育→防災地理教育



被害を回避した場所被害を回避した場所
や、復興策の地域的
な特色 着な特色に着目して
教材化 地理らしさ教材化→地理らしさ



事例２ 標高メッシュデータ（１０ｍ）
の塗り分け地図の作成の塗り分け地図の作成

5ｍ未満が赤 静岡県富士市



黄色・・・20ｍ 緑・・・３０ｍ
赤線・・・・津波の到達線赤線・・・・津波の到達線

福島県南相馬市



G l E th上で展開Google Earth上で展開



大判に印刷して文化祭で展示大判に印刷して文化祭で展示
（1:25000 スケール

A4 約50枚に分割印刷）





被災地の写真は、地元出身の教員が被災 写真 、 教員
緊急帰省時に撮影したもの



結果（現在進行中ですが・・・）結果（現在進行中 す ）

「地図を作る 過程 自然「地図を作る」過程で自然に
高まる防災談義高まる防災談義

展示場所での市民との対話展示場所での市民との対話
（文化祭、市の企画展に出展）（文化祭、市の企画展に出展）
→過去の経験談、対策の実情過去 経験談、対策 実情

生きた防災教育



事例３ 携帯型デジタル「地図帳」事例３ 携帯型デジタル「地図帳」

地形をiPadで持ち出す地形をiPadで持ち出す



メリット
①ありとあらゆる地図が
1 の端末に納まる1つの端末に納まる

②地図を自在に拡大し、②地図を自在に拡大し、
透かすことができる。

③GPSで現在地が分かる③GPSで現在地が分かる



デメリット（というより限界）デメリット（というより限界）

①現行で扱えるのは、GISソフト① 扱 、
（「地図太郎」、「今昔マップ」などや
ネ ト上の地図を切り出した「画像 のみネット上の地図を切り出した「画像」のみ

・・・表示範囲が狭く書き込み等が表示範囲が狭く書き込み等が
できない

②パソコン上では問題なく表示できる
データも iPad 上では「落ちる」データも、iPad 上では「落ちる」
ことも・・・・。



横浜駅
西口西口



明治39年



明治39年
海岸線の海岸線

を縁取りを縁取り



現代の地図の
上に透かして
GPSで現在地

現在地

GPSで現在地
を表示

現在地



横浜駅西口
は海の中
だっただった。





富士山噴火時

の溶岩流の到の溶岩流の到
達予想地点



沼津市
（狩野川）の（狩野川）の

洪水ハザード
プマップ





富士市沿岸部の
2500分の１ 「堅ろう建物」分布図2500分の１ 「堅ろう建物」分布図
（鉄筋3階建て以上）・・・国土基盤地図情報による



パソコン上での表示はより広範囲
かつ 様々なデ タの重ね合わせが可能かつ、様々なデータの重ね合わせが可能

地域の「防災ワークショップ」で有効か？



事例４ デジタル「掛け地図」事例４ デジタル「掛け地図」
・Google Earthをベ スに・Google Earthをベースに
レイヤを重ね合わせてレイヤを重ね合わせて
資料を大画面で提示資料を大画面で提示

→用途は広い→用途は広い



デジタル「掛け地図」を見ながら
生徒はプリントや白地図上で作業

↓
学期 ぼす 授業1学期のほぼすべての授業で

実施した実施した。
＜結果＞＜結果＞

「地図作業」の時間を確保でき 成「地図作業」の時間を確保でき、成
績は上がったが、教師側の負担績は上がったが、教師側の負担
は大きかった。







【3】まとめと提言【 】ま め 提言

東日本大震災でよりクリアになった東日本大震災でよりクリアになった

地理教育の課題と任務
。

（１）地域の課題を明らかにし、問題解
決を試みる教育をし きた か決を試みる教育をしてきたのか？
（２）次々に登場する新しい「地図」を（２）次々に登場する新しい「地図」を
使いこなした教育が出来ているか？使いこなした教育が出来ているか？



「防災教育」と「地理」防災教育」 地 」
新学習指導要領下の地理教育
の切り札の一つ

ただし 「地図」をベ ス→ただし、「地図」をベース
に教材を組み立てるという基本に教材を組み立てるという基本
は外してはならない
（自然地理学の講釈、地震学の解説
に終わ てはいけない）に終わってはいけない）
→地学（理科総合）との連携・分担→地学（理科総合）との連携・分担



地図の「読み方」指導から
地図の「創り方」提案へ

「 ザ ドマ プ は→「ハザードマップ」は
自作できるし 自分達で自作できるし、自分達で
作った方が分かりやすい作った方が分かりやすい

高校の「授業」内で行えるかには
疑問が残るが・・・・。



「地理で学ぶ防災」の教材構築「地理で学ぶ防災」の教材構築
A．直近の課題として・・・・。A．直近の課題として 。

①「ハザードマップ」（官製・自作）の
教材化
②被災者支援用に発表された各種②被災者支援用に発表された各種
地図の教材化地図の教材化

（帰宅支援マップ、道路渋滞情報、
避難所情報など）



B．東日本大震災の被害の「教材化」に震
はまだ早い・・・・。

まずは 「地理学 の立場からの知見・まずは、「地理学」の立場からの知見
の集約が先の集約が先

・被災者の心身の安定（→経験を語
れる状態になるまで待つ）

センセ シ ナルな写真の提示と＝センセーショナルな写真の提示と
マスコミの二番煎じの「解説」ではマスコミの二番煎じの「解説」では、
「教育」とは言えない教育」 言 な



C.「被災地」の生徒への地理教育、C 被災地」の生徒 の地理教育、
防災教育をどうするか？

「被災」の内容 度合いも様々・「被災」の内容、度合いも様々。
・心をケアしつつ 「経験」「教訓」を心をケアしつつ、「経験」「教訓」を
客観的に整理して、次世代に伝
えるためには？
非 常的な業務に忙殺される・非日常的な業務に忙殺される
教員を どうサポートできるか？教員を、どうサポートできるか？



「防災教育」「地図教育」「GIS」「防災教育」「地図教育」「GIS」
＝「地理教育」ではないが＝「地理教育」ではないが、
一番近い位置にいる事は番近い位置にいる事は
確か確か。

→古典的な方法論を汲みつつ、→古典的な方法論を汲みつつ、
自己変革と情報発信が必要。自己変革と情報発信が必要。



ありがとうございました。


